
内
閣
衆
質
一
六
一
第
三
号

平
成
十
六
年
十
一
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
社
会
保
険
庁
と
国
費
評
議
会
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
十
一
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

号



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
社
会
保
険
庁
と
国
費
評
議
会
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

社
会
保
険
庁
と
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
の
国
費
評
議
会
（
以
下
「
国
費
評
議
会
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

文
書
の
う
ち
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
改
革
の
妨
げ
に
な
る
も
の
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
本
年
八
月
二
十
四
日
の
国
費
評
議
会
の
総
会
に
お
い
て
も
、
労
働
組
合
と
し
て
も
、
信
頼
回
復
・
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
か
っ
て
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
の
下
、
最
大
限
の
努
力
を
す
る
旨
の
活
動
方
針
が
採
択
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。な

お
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
六
月
十
一
日
内
閣
衆
質
一
五
九
第
一
三
二
号
）
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
は
、
「
地
方

分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
社
会

保
険
庁
と
国
費
評
議
会
と
の
間
で
覚
書
等
は
交
わ
し
て
い
な
い
。
」
と
答
弁
す
る
と
と
も
に
、
同
答
弁
書
一
の
（
�
）
に
つ
い

て
で
は
、
「
社
会
保
険
庁
と
国
費
評
議
会
と
の
間
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
十
三
日
、
社
会
保
険
業
務
の
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
実
施
に
当
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
化
計
画
に
伴
い
労
働
強
化
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
等
の
内
容
の
覚
書
を
交

わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
保
険
庁
と
国
費
評
議
会
は
、
事
務
処
理
の
変
更
を
伴
う
新
規
業
務
を
開
始
す
る
際
な
ど
に
、
事
務

一



処
理
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
、
業
務
の
実
施
に
必
要
な
経
費
の
確
保
を
行
う
こ
と
、
職
場
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
等
の
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


